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２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
の
東
日
本
大
震

災
か
ら
13
年
、そ
し
て
今
年
（
２
０
２
４
年
）

１
月
の
能
登
半
島
地
震
か
ら
４
か
月
が
た
つ
。

本
稿
で
は
、
東
日
本
大
震
災
で
明
ら
か
に

な
っ
た
課
題
は
、
能
登
半
島
地
震
で
は
ど
の

よ
う
に
対
策
が
す
す
ん
だ
の
か
、
ま
た
、
新

た
な
課
題
と
は
何
か
に
つ
い
て
展
望
す
る※

１

。

◆
要
配
慮
者
を
守
っ
た
広
域
避
難

ホ
テ
ル
や
旅
館
な
ど
の
２
次
避
難
先
に
入

る
ま
で
、
一
時
的
に
被
災
者
を
受
け
入
れ
る

「
１
・５
次
避
難
所
」
と
な
っ
た
「
い
し
か
わ

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
」（
金か

な

沢ざ
わ

市
）
を
、

筆
者
は
１
月
下
旬
に
視
察
し
た
。
こ
の
時
の

光
景
は
、
東
日
本
大
震
災
時
の
石

い
し
の
ま
き巻

市
「
遊ゆ

う

楽が
く

館か
ん

」
の
大
規
模
福
祉
避
難
所
を
ほ
う
ふ
つ

と
さ
せ
た
。し
か
も
今
回
は
、メ
イ
ン
ア
リ
ー

ナ
に
は
奥
能
登
地
域
か
ら
搬
送
さ
れ
た
世
帯

用
の
ベ
ッ
ド
つ
き
テ
ン
ト
が
展
開
し
、
サ
ブ

ア
リ
ー
ナ
で
は
被
災
施
設
か
ら
搬
送
さ
れ
た

入
所
者
に
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
（
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー

ム
）
等
に
よ
る
ケ
ア
が
提
供
さ
れ
て
い
た
。

広
域
避
難
が
大
規
模
に
実
施
さ
れ
た
と
い

う
点
で
、
今
回
の
能
登
半
島
地
震
は
ひ
と
つ

の
画
期
だ
。そ
の
受
け
皿
と
な
っ
た
１・５
次
、

２
次
避
難
所
の
展
開
は
、
結
果
的
に
要
配
慮

者
を
守
り
、
防
げ
る
は
ず
の
死
を
防
ぐ
と
い

う
意
味
で
一
定
の
成
果
を
あ
げ
た
と
思
う
。

東
日
本
大
震
災
で
は
、
入
院
患
者
の
広
域

搬
送
に
自
衛
隊
の
バ
ス
等
が
動
員
さ
れ
た
が
、

病
院
や
自
衛
隊
、
警
察
、
行
政
と
い
っ
た
多

組
織
間
を
統
合
す
る
調
整
機
能
が
整
っ
て
い

な
い
た
め
に
多
く
の
混
乱
が
生
じ
た
。
こ
れ

を
受
け
て
国
は
災
害
対
策
基
本
法
の
２
０
１

３
（
平
成
25
）
年
改
正
で
、
国
や
県
等
が
広

域
避
難
の
調
整
を
担
え
る
こ
と
を
明
記
し
た
。

こ
の
改
正
が
根
拠
と
な
り
、
今
回
は
奥
能
登

地
域
か
ら
金
沢
市
や
小こ

松ま
つ

市
の
１
・
５
次
避

難
所
へ
の
広
域
搬
送
と
、
そ
れ
に
続
く
２
次

避
難
所
へ
の
受
け
入
れ
調
整
が
行
わ
れ
た
。

広
域
避
難
し
た
の
は
ど
の
よ
う
な
人
た
ち

だ
っ
た
の
か
。
ま
ず
は
自
発
的
に
動
い
た
層

で
、
若
い
子
育
て
世
帯
や
家
族
と
同
居
す
る

高
齢
者
は
、
２
次
避
難
先
へ
の
移
動
も
順
調

に
す
す
ん
だ
。
一
方
、
介
護
保
険
等
の
サ
ー

２
０
２
４（
令
和
６
）年
能
登
半
島
地
震 

へ
の
対
応
か
ら
学
ぶ
福
祉
の
課
題

―
コ
ン
パ
ク
ト
化
し
た
社
会
へ
の
分
水
嶺
と
な
る
か

同
志
社
大
学
社
会
学
部 

教
授　

立
木 

茂
雄

こ
れ
か
ら
の
社
会
福
祉
の
展
望
Ⅰ

視点
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ビ
ス
を
使
っ
て
施
設
や
在
宅
で
暮
ら
し
て
い

た
人
た
ち
は
、
施
設
管
理
者
や
専
門
職
が
代

わ
り
に
広
域
避
難
を
調
整
し
て
い
た
。
と
こ

ろ
が
、
こ
の
人
た
ち
の
２
次
避
難
先
が
見
つ

か
ら
な
い
た
め
、
１
・
５
次
避
難
所
で
対
応

を
継
続
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

一
方
、
広
域
避
難
に
手
を
挙
げ
な
か
っ
た

層
に
も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。
在
宅
で

声
も
あ
げ
ら
れ
な
い
層
が
一
定
程
度
い
る
か

ら
だ
。
こ
の
よ
う
な
「
見
え
ざ
る
弱
者
」
へ

の
対
応
は
、
３
月
に
な
り
や
っ
と
動
き
出
し

た
。
輪わ

島じ
ま

市
・
穴あ

な

水み
ず

町
・
能の

登と

町
の
在
宅
の

対
象
者
へ
の
訪
問
調
査
を
行
っ
た
日
本
相
談

支
援
専
門
員
協
会
、
珠す

洲ず

市
で
同
様
の
活
動

を
続
け
た
酒さ

か

井い

明あ
き

子こ

福
井
大
学
名
誉
教
授

（
災
害
看
護
学
）、
ど
ち
ら
の
調
査
で
も
約
１

割
の
人
に
今
後
も
継
続
的
な
ケ
ア
が
必
要
な

状
況
が
見
え
た
と
い
う
。
気
が
か
り
な
人
に

は
、
積
極
的
に
安
否
確
認
に
出
向
く
。
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
も
っ
と
早
く
か
ら
始
め

た
い
。
そ
の
た
め
の
課
題
と
対
策
を
次
に
考

え
る
。

◆
初
動
の
遅
れ
の
背
景
に
構
造
的
問
題

災
害
が
起
こ
る
た
び
に
、
医
療
や
看
護
、

保
健
と
比
べ
て
福
祉
は
初
動
が
遅
れ
る
。

今
回
は
、
地
震
発
生
翌
週
の
１
・
５
次
避

難
所
の
立
ち
上
げ
か
ら
、
全
国
社
会
福
祉
協

議
会
（
以
下
、
全
社
協
）
が
災
害
福
祉
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
央
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
全

国
か
ら
の
福
祉
・
介
護
職
を
１
・
５
次
避
難

所
に
派
遣
し
た
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
の
活
動
は
特
筆
に

値
す
る
。
し
か
し
、
福
祉
関
係
者
等
に
よ
る

在
宅
の
被
災
者
へ
の
戸
別
訪
問
が
本
格
化
す

る
ま
で
に
は
、
２
か
月
以
上
か
か
っ
た
。

初
動
が
遅
れ
る
背
景
に
は
構
造
的
な
問
題

が
あ
る
。
災
害
救
助
法（
以
下
、救
助
法
）上
、

医
療
は
「
救
助
」
と
し
て
明
記
さ
れ
て
お
り
、

対
応
が
迅
速
で
あ
る
。
保
健
の
担
い
手
で
あ

る
保
健
所
等
に
配
置
さ
れ
た
保
健
師
は
公
務

員
な
の
で
行
政
の
指
揮
・
命
令
系
統
を
通
じ

て
迅
速
に
動
く
。
一
方
、
福
祉
は
「
救
助
」

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
発
災
後

に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
市
場
か
ら
調
達
す
る

の
が
行
政
の
役
目
で
あ
り
、
か
つ
て
の
措
置

の
福
祉
の
時
代
の
よ
う
な
権
限
は
な
い
。

救
助
法
制
定
時（
１
９
４
７〈
昭
和
22
〉年
）

に
は
、
生
活
保
護
行
政
を
つ
か
さ
ど
る
厚
生

省
社
会
局
（
当
時
）
が
同
法
も
主
管
し
て
い

た
。
こ
の
た
め
、
た
と
え
福
祉
が
「
救
助
」

に
明
記
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、
救
助
法
の
担

当
者
は
社
会
・
援
護
局
所
掌
の
他
法
・
他
施

策
の
運
用
や
措
置
に
柔
軟
に
あ
た
る
こ
と
が

で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
２
０
１
３
年
に
救
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助
法
の
所
掌
が
内
閣
府
（
防
災
）
に
移
管
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
運
用
上
で
保
た
れ
て
い

た
福
祉
的
対
応
は
、
結
果
的
に
分
断
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

今
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
救
助
法
に
福

祉
を
公
的
に
位
置
づ
け
、
迅
速
な
対
応
の
根

拠
を
与
え
る
こ
と
だ
。
具
体
的
に
は
、
医
療

と
同
様
に
自
治
体
の
防
災
会
議
に
指
定
公
共

機
関
と
し
て
県
社
協
な
ど
の
調
整
組
織
を
指

定
し
（
現
在
は
全
国
の
半
数
程
度
に
と
ど
ま

る※
２

）、
防
災
訓
練
に
繰
り
返
し
参
画
す
る
と

と
も
に
、
発
災
後
に
は
災
害
対
策
本
部
に
福

祉
の
調
整
窓
口
を
設
置
し
、
広
域
で
の
Ｄ
Ｗ

Ａ
Ｔ
活
動
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
制
度
的
基

盤
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
だ
。
今
回
の
能
登

半
島
地
震
で
比
較
的
早
期
に
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
が
活

動
で
き
た
の
は
、
東
日
本
大
震
災
以
来
続
け

て
き
た
県
域
で
の
訓
練
の
実
績
と
、
県
域
を

越
え
た
広
域
調
整
の
セ
ン
タ
ー
機
能
が
、
全

社
協
に
よ
り
初
め
て
担
わ
れ
た
こ
と
が
貢
献

し
て
い
る
。
福
祉
の
救
助
法
へ
の
明
記
に

よ
っ
て
、
こ
の
動
き
を
さ
ら
に
加
速
化
で
き

る
だ
ろ
う
。
加
え
て
本
年
４
月
か
ら
は
、
福

祉
事
業
者
も
業
務
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の

策
定
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
単

一
の
法
人
内
の
計
画
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
を
前
提
に
し
た
、
福
祉
人
材
と
入

所
者
・
利
用
者
へ
の
ケ
ア
の
、
広
域
の
供
給

網
（
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
）
の
事
業
継
続
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
問
題
と
し
て
と
ら
え
直
す
こ
と

も
必
須
で
あ
る※

３

。

ま
た
、
今
回
の
能
登
半
島
地
震
で
は
、
在

宅
被
災
者
へ
の
福
祉
的
視
点
か
ら
の
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
（
訪
問
に
よ
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
介

入
）
活
動
で
、日
本
介
護
支
援
専
門
員
協
会
、

日
本
相
談
支
援
専
門
員
協
会
を
は
じ
め
、
生

活
困
窮
者
や
外
国
人
支
援
系
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
Ｎ
Ｇ

Ｏ
と
い
っ
た
組
織
を
多
元
的
に
横
断
す
る
活

動
調
整
が
初
め
て
行
わ
れ
た
。
活
動
の
原
資

に
は
、「
被
災
高
齢
者
等
把
握
事
業
」
費
が

使
わ
れ
た
が
、
実
動
ま
で
に
発
災
か
ら
２
か

月
近
い
時
間
差
が
生
じ
た
。

救
助
法
は
、
こ
の
よ
う
な
活
動
調
整
を
日

本
赤
十
字
社
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と

第
15
条
第
２
項
で
明
記
し
て
い
る
。し
か
し
、

救
助
法
制
定
の
１
９
４
７
年
の
翌
年
に
発
生

し
た
福
井
地
震
を
例
外
と
し
て
、
以
降
は
調

整
の
役
割
は
目
立
た
な
く
な
り
、
そ
の
役
割

を
主
と
し
て
「
医
療
・
助
産
」
に
特
化
さ
せ

て
現
在
に
至
っ
て
い
る※

４

。
今
回
の
能
登
半
島

地
震
で
多
組
織
間
に
わ
た
る
活
動
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
担
っ
た
Ｊ
Ｖ
Ｏ
Ａ
Ｄ
（
全
国

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
）
の
よ
う
な
調
整
組
織
に
も
、
救
助
法
上

に
明
記
が
必
要
だ
。

◆「
基
幹
産
業
」
を
守
る
施
策
を

災
害
は
、
社
会
が
抱
え
る
格
差
や
不
平
等

を
急
速
に
拡
大
さ
せ
る
レ
ン
ズ
の
は
た
ら
き

を
す
る※

５

。
高
齢
化
率
が
50
％
近
い
奥
能
登
地

域
で
懸
念
さ
れ
る
の
は
、
広
域
で
避
難
し
た

高
齢
者
や
障
害
者
が
戻
っ
て
き
た
時
に
事
業

者
や
支
え
手
が
消
失
し
て
い
る
こ
と
だ
。

事
業
者
の
中
に
は
、
入
所
者
・
利
用
者
を

広
域
に
避
難
さ
せ
た
後
も
雇
用
維
持
に
資
す
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る
公
的
助
成
金
の
特
例
措
置
を
活
用
し
、
職

員
を
つ
な
ぎ
止
め
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

だ
が
、
事
業
再
開
の
前
提
と
な
る
上
下
水
道

の
復
旧
や
、
市
外
に
出
た
職
員
を
受
け
入
れ

る
仮
設
住
宅
の
確
保
の
見
通
し
が
立
た
な
い

な
か
で
、
雇
用
者
側
の
一
部
負
担
や
社
会
保

険
の
事
業
主
負
担
に
対
し
い
つ
ま
で
も
ち
こ

た
え
ら
れ
る
の
か
、
日
増
し
に
不
安
を
募
ら

せ
て
い
る
。

地
域
の
福
祉
を
守
る
取
り
組
み
は
、
地
域

経
済
に
と
っ
て
も
重
要
だ
。
筆
者
と
本ほ

ん

荘
じ
ょ
う

雄ゆ
う

一い
ち

兵
庫
県
立
大
学
客
員
教
授
と
の
共
同
研

究
に
よ
る
と
、
奥
能
登
地
域
で
は
、
福
祉
・

介
護
・
医
療
に
お
い
て
製
造
・
販
売
業
以
上

に
多
く
の
人
が
雇
用
さ
れ
て
い
る
。さ
ら
に
、

我
わ
れ
が
今
回
の
震
災
直
後
か
ら
短
期
間
で

ま
と
め
た
奥
能
登
地
域
の
産
業
連
関
表
（
暫

定
版
）
の
分
析
で
は
、
経
済
の
循
環
へ
の
二

次
効
果
も
含
め
た
全
体
へ
の
付
加
価
値
誘
発

効
果
は
、
介
護
が
全
産
業
の
ト
ッ
プ
だ
。

奥
能
登
地
域
で
は
、
福
祉
が
道
路
や
橋
と

同
様
の
社
会
基
盤
で
あ
り
、
同
時
に
最
大
の

基
幹
産
業
で
も
あ
る
の
だ
。
し
か
し
、
そ
の

実
情
は
、
中
山
間
地
の
集
落
で
の
在
宅
の
暮

ら
し
に
不
安
が
生
じ
る
と
、
ヘ
ル
パ
ー
派
遣

や
訪
問
看
護
な
ど
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
応
じ

る
事
業
者
が
見
つ
か
ら
な
い
た
め
、
集
約
型

の
施
設
入
所
か
、
地
元
を
離
れ
る
か
の
選
択

肢
し
か
な
か
っ
た
。

今
後
建
設
を
す
す
め
る
仮
設
住
宅
や
公
営

住
宅
団
地
に
、
ケ
ア
機
能
を
つ
け
た
サ
ー
ビ

ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
（
サ
高
住
）
や
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
型
の
効
率
的
な
福
祉
サ
ー
ビ

ス
提
供
を
可
能
と
す
る
設
計
を
組
み
込
む
な

ら
、
社
会
基
盤
と
し
て
の
福
祉
に
“
ム
ラ
”

の
自
宅
で
は
な
い
“
マ
チ
”
の
ケ
ア
付
き
の

自
宅
で
の
生
活
の
可
能
性
を
与
え
、
か
つ
基

幹
産
業
と
し
て
の
介
護
や
福
祉
の
分
散
型
へ

の
事
業
転
換
と
い
う
新
し
い
希
望
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
に
公
的
な
資
金

を
投
入
す
る
べ
き
だ
。

だ
が
、
こ
の
方
針
は
こ
れ
ま
で
中
山
間
地

で
田
畑
や
先
祖
の
墓
を
守
り
、
生
ま
れ
育
っ

た
ム
ラ
に
強
い
愛
着
を
も
つ
親
世
代
と
、
マ

チ
で
の
同
居
や
近
居
を
望
み
な
が
ら
も
、
そ

の
思
い
を
決
し
て
口
に
は
で
き
な
か
っ
た
子

世
代
両
方
が
腹
を
割
っ
て
話
し
合
い
、「
元

気
な
間
は
ム
ラ
、
ケ
ア
が
必
要
に
な
れ
ば
マ

チ
の
自
宅
」
の
よ
う
な
持
続
可
能
な
循
環
に

向
け
て
合
意
で
き
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

今
、
奥
能
登
地
域
で
起
き
て
い
る
課
題
へ

の
対
応
は
、
超
高
齢
化
と
人
口
減
少
を
前
提

に
し
た
「
コ
ン
パ
ク
ト
な
社
会
」
へ
と
私
た

ち
が
変
容
で
き
る
か
を
占
う
試
金
石
と
な
る

だ
ろ
う
。

《
注
》

※
１　

�

本
稿
は
立
木
茂
雄
「
要
配
慮
者
守
っ
た
広
域
避
難
・『
見
え

ざ
る
弱
者
』
課
題
に
」・「
初
動
の
遅
れ
に
構
造
的
問
題
・『
基

幹
産
業
』
守
る
施
策
を
」（
共
同
通
信
社
に
よ
る
配
信
、
２
０

２
４
年
３
月
28
日
）
を
も
と
に
大
幅
に
加
筆
・
修
正
を
行
っ

た
も
の
で
あ
る
。

※
２　

�

災
害
福
祉
支
援
活
動
の
強
化
に
向
け
た
検
討
会
「
災
害
か
ら

地
域
の
人
び
と
を
守
る
た
め
に
―
災
害
福
祉
支
援
活
動
の
強

化
に
向
け
た
検
討
会
報
告
書
」
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
、
２

０
２
２
年

※
３　

�

立
木
茂
雄
「『
な
ぜ
、
今
』
災
害
対
応
・
新
ス
テ
ー
ジ
な
の

か
①
―
未
知
の
も
の
を
既
知
化
す
る
事
業
継
続
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
重
要
性
」、『
月
刊
福
祉
』
２
０
２
４
年
３
月
号
、
60
〜

63
頁

※
４　

�

菅
野
拓
『
災
害
対
応
ガ
バ
ナ
ン
ス
―
被
災
者
支
援
の
混
乱
を

止
め
る
』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
２
０
２
１
年

※
５　

�

立
木
茂
雄
『
災
害
と
復
興
の
社
会
学
（
増
補
版
）』
萌
書
房
、

２
０
２
２
年
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